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令和３年第１６回住田町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

令和３年９月１７日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 議案第１３号 

      教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることについて 

日程第 ２ 認定第１号 

      令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定について（決算審査特別委員会） 

日程第 ３ 認定第２号 

      令和２年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（決算審査 

      特別委員会） 

日程第 ４ 認定第３号 

      令和２年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について（決算審査特別 

      委員会） 

日程第 ５ 認定第４号 

      令和２年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について（決算審 

      査特別委員会） 

日程第 ６ 議案第１１号 

      令和２年度住田町簡易水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（決算審査 

      特別委員会） 

日程第 ７ 認定第５号 

      令和２年度住田町簡易水道事業会計決算の認定について（決算審査特別委員会） 

日程第 ８ 議案第１２号 

      令和２年度住田町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（決算審査特 

      別委員会） 

日程第 ９ 認定第６号 

      令和２年度住田町下水道事業会計決算の認定について（決算審査特別委員会） 

日程第１０ 請願審査報告 

      請願第２号 
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      新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める請願 

日程第１１ 請願審査報告 

      請願第３号 

      東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針を撤回し 

      安全な処理方法の確立を求める意見書 

日程第１２ 発委第１号 

      新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める意見書 

日程第１３ 発委第２号 

      東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針決定を撤 

      回し、安全な処理方法の確立を求める意見書 

日程第１４ 発委第３号 

      コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 

日程第１５ 委員会調査報告 

      （総務教民常任委員会、産業経済常任委員会、広報編集常任委員会） 

日程第１６ 議員派遣の件 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  水 野 正 勝 君      ２番  荻 原   勝 君 

     ３番  佐々木 初 雄 君      ４番  佐々木 信 一 君 

     ５番  佐々木 春 一 君      ６番  村 上   薫 君 

     ７番  阿 部 祐 一 君      ８番  林 﨑 幸 正 君 

     ９番  菊 池   孝 君     １０番  高 橋   靖 君 

    １１番  菅 野 浩 正 君     １２番  瀧 本 正 德 君 

 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 
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町 長 神 田 謙 一 君 教 育 長 菊 池   宏 君 

……………………………………………………………………………………………………………… 

副 町 長 横 澤   孝 君 

総 務 課 長 

兼 選 挙 管 理 

委員会書記長 

山 田   研 君 

税 務 課 長 兼 

会 計 管 理 者 
佐 藤   修 君 企画財政課長 菅 野 享 一 君 

町民生活課長 紺 野 勝 利 君 

保健福祉課長 

兼地域包括支 

援センター長 

千 葉 英 彦 君 

建 設 課 長 佐々木   真 君 

農 政 課 長 兼 

農 業 委 員 会 

事 務 局 長 

佐々木 光 彦 君 

林 政 課 千 葉 純 也 君 教 育 次 長 多 田 裕 一 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

 議会事務局長   松 田 英 明     係    長   高 橋 京 美 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（瀧本正德君） おはようございます。ただいまの出席議員は１２人です。定足数に達

していますので、会議は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（瀧本正德君） これから諸般の報告をします。 

  職員に朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 議会の諸般報告。 

          〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） これで、諸般の報告を終わります。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時００分 

 

再開 午前１０時０２分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 議案第１３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１、議案第１３号 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求

めることについてを議題とします。 

  職員に事案の朗読をさせます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 
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○議長（瀧本正德君） 提案者の説明を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 議案第１３号 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることに

ついて御説明いたします。 

  本件は、現在の教育長である菊池 宏氏の任期が令和３年９月３０日をもって満了となり

ますので、このたび、新教育長の任命を行おうとするものであります。 

  新たな教育長といたしましては、松高正俊氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  なお、任期は令和３年１０月１日からの３年となります。 

  松高氏につきましては、既に皆様御承知のとおり、小中学校の教員として長年にわたり学

校教育の現場に従事され、世田米中学校及び大船渡市立第一中学校で校長を務められました。

また、この間には、大船渡市教育委員会事務局において、学校教育課長、教育研究所長など

を務められ、地方教育行政に対する深い識見をお持ちの方でございます。 

  このように、経歴、人物、識見とも申し分なく、新たな教育長として適任の方でございま

すので、議員各位の同意を賜りますようお願いするものであります。 

  以上、提案といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

  ８番、林﨑幸正君。 

○８番（林﨑幸正君） ８番、林﨑幸正であります。私も住田町議会議員として、１８年を過

ぎようとしております。その中にも、前にもこういうふうな辞令の案がございまして、それ

でいろいろお話をした結果、教育委員会の教育長に任命するというふうな案が出ましたが、

その人の子供がもう既に町職員として働いているので辞退するというふうな事案もございま

した。 

  今回のこの松高さんという人は、人間的にはそらすばらしい方だと、私もそう思いますが、

ただ、１点、子供さんが現在、町職員として働いているというふうなことをお聞きいたしま
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して、私としては、この件については同意しかねるということを申し上げて、皆さんの議員

としての良識を期待して同意しないほうに御賛同くださるようお願いを申し上げまして、終

わります。 

  以上でございます。 

○議長（瀧本正德君） 次に、議案に賛成者の発言を許します。 

  ６番、村上 薫君。 

○６番（村上 薫君） 賛成の立場から討論させていただきます。 

  今般、神田町長から提案をされました新教育長人事案について、幾らかの懸念事項も理解

いたしますが、賛成の立場から討論をいたします。 

  最初に、現在、どういう教育行政の課題があるかをお示しし、次に、私なりの賛成理由を

述べたいと思います。 

  これからの、主な教育行政の課題として、以下の点が上げられると思います。 

  ＧＩＧＡスクール構想など、学習内容は方法の変化、社会状況の変化などへの対応。 

  ２点目は、少子化の環境化における教育環境整備。 

  ３点目は、文科省による研究開発学校指定延長を目標とする中山間地域の小規模校教育モ

デルの構築。 

  ４点目は、国史跡指定答申になった栗木鉄山跡の保存管理計画の策定。 

  ５点目は、庁舎周辺整備に係る生活改善センターの改築。 

  ６点目は、住田高校存続のための魅力ある施策の展開。 

  ７点目は、これらを網羅した令和５年度から始まる次期教育振興基本計画の策定など多岐

にわたり、新教育長には、これら諸課題に果敢かつ的確に対応することが求められます。 

  私が今回の人事案に賛成をする理由は次の点にあります。 

  １つ、有住中学校での教務主任及び世田米中学校校長として管理者の経験、実績が十分に

あり、両地域の実情にも精通していること。 

  ２点目は、一度学校現場から離れましたが、大船渡市教育委員会学校教育課長及び教育研

究所長としての経験がある。議会との関係を承知している。また、行政当局として市内中学校

統廃合の過程を見ていること。 

  ３点目は、ソフトテニススポーツなど、スポーツ活動を通して、幅広い関係者との意思疎

通にたけ、健康や生涯スポーツへの理解があること。 

  ４点目は、教育環境整備には準備から適正化まで相当なエネルギーと長い年数が必要であ
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ります。６１歳という年齢は、今までの経験と知識を総動員をして、さきに上げた諸課題解決

のために、共に頑張れるちょうどよいタイミングではないかと考えます。 

  ５点目は、反対意見のいろいろ同時役場での勤務等いろいろ懸念はございますが、任命権

者、本人とも熟慮、熟考し、今回の結論に至ったと理解をいたします。 

  以上の点から、賛成討論といたしますので、議員諸氏の御賛同を賜りますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで討論を終わります。 

  これから、議案第１３号 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることについてを

採決します。 

  議案第１３号は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１３号 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることについて

は、原案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２～日程第９ 認定第１号～認定第６号、議案第１１号から議案第１２号 

 

○議長（瀧本正德君） 日程第２、認定第１号 令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算の認

定について、日程第３、認定第２号 令和２年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について、日程第４、認定第３号 令和２年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算

の認定について、日程第５、認定第４号 令和２年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について、日程第６、議案第１１号 令和２年度住田町簡易水道事業会計未処

分利益剰余金の処分について、日程第７、認定第５号 令和２年度住田町簡易水道事業会計

決算の認定について、日程第８、議案第１２号 令和２年度住田町下水道事業会計未処分利
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益剰余金の処分について、日程第９、認定第６号 令和２年度住田町下水道事業会計決算の

認定についてを一括議題とします。 

  決算審査特別委員会委員長から、審査報告書が提出されています。 

  職員に朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 委員長の報告を求めます。 

  決算審査特別委員会委員長、佐々木春一君。 

          〔決算審査特別委員会委員長 佐々木春一君登壇〕 

○決算審査特別委員会委員長（佐々木春一君） 令和３年９月８日、本委員会に付託されまし

た令和２年度住田町一般会計並びに各特別会計の歳入歳出決算及び令和２年度簡易水道並び

に下水道事業会計決算の審査の経過と結果について御報告申し上げます。 

  本委員会は、９月８日の本会議で設置され、委員長には私、佐々木春一。副委員長には高

橋 靖君が選出されました。 

  審査年月日及び審査結果については、ただいま事務局長が朗読したとおりであります。 

  今回の審査は、国民の間で不安が広がる新型コロナウイルスの感染拡大が続く中での令和

２年度のスタートであり、神田町長が、就任時から掲げる医・食・住の充実を柱に、新たな

町総合計画の初年度として、医療環境の充実、農林業の振興、移住・定住の促進、住まいの

環境整備、子育て・教育環境の充実をはじめ、地域の特性を生かした各種振興策が適切、効

果的に執行されたか。行政効果が発揮できたか。町民福祉が図られたかの観点から質疑が行

われました。 

  令和２年度一般会計に係る決算規模は、歳入は５９億３，０４８万３，４１５円で、地方

交付税や国庫支出金などいわゆる依存財源の占める割合が８１．３１％と依然として高く、

財政基盤の脆弱性は否めません。 

  歳出は、５７億６，７９４万５，７９４円で、主なものとして、１つ、子育て世代及び高

齢者に配慮した町営住宅の新築。 

  ２つ、コミュニティーバスの役場中井線の運行路線新設。 

  ３つ、上有住地区公民館の新築。 

  ４つ、地域創造学など特色ある教育の推進と住田高校の魅力づくり。 

  ５つ、栗木鉄山跡の国指定史跡に向けた取組。 

  ６つ、避難所備品、資機材搬送車購入による防災対策。 



－155－ 

  ７つ、ふるさと納税制度による情報発信と自主財源の確保。 

  ８つ、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、プレミアムチケットの販売。売上げ

が減少した事業者への経済支援策など、所期の事務事業が計画的に達成されたことは評価す

るものです。 

  財政状況は、財政健全化判断比率が示すとおり、実質公債費比率が９．６％と早期健全化

基準の２５％を大きく下回っているほか、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比

率はいずれも生じておらず、健全な財政を維持しています。 

  国民健康保険特別会計では、歳入決算額は６億９，１０９万８，１８８円、歳出決算額は

６億１，８９９万６，２７４円であり、予防活動とともに、町民が安心して医療が受けられ

る体制の維持に努められたい。 

  介護保険特別会計のうち、保険事業勘定では、歳入決算額は１０億２，８８６万５，３１

８円、歳出決算額は１０億９２１万６３６円であり、今後の介護サービス利用者数の増加が

見込まれることから、介護事業者との連携により、一層の介護予防に努められたい。 

  介護サービス事業においては、保険事業との連携、居宅介護、居宅支援、介護予防サービ

スの向上に引き続き努められたい。 

  後期高齢者医療特別会計では、歳入決算額は７，６８５万３，３８６円、歳出決算額は

７，６３１万４，１４８円であり、高齢者の健康維持や、医療費負担軽減に努められたい。 

  住田町簡易水道事業及び下水道事業会計では、令和２年度から地方公営企業法を適用し、

特別会計から公営企業会計に移行しての初年度の決算となりました。いずれの事業も、人口

減少や、水需要の減少などによる収益の伸びは期待できない状況であり、施設の適正な維持

管理や、老朽化対策など、課題を抱えていますが、さらなる経営努力により、効果的・効率

的な町民サービスが提供されることを期待します。 

  以上の、各会計には、共通して収入未済額（未収金）対策が問われました。収入未済額が

慢性的に発生していることは、新たな財政負担の要因にならないかと懸念されることから、

適切な納付相談や、滞納の初期段階における迅速な対応による事前防止に努めるとともに、

債権管理体制の構築を図られたい。 

  審査の結果は、各会計の決算認定については、９月１５日賛成討論の後、採決を行い、一

般会計歳入歳出決算並びに３特別会計歳入歳出決算、２事業会計の未処分利益剰余金の処分

及び決算は、賛成全員で認定することに決定しました。 

  今回の決算審査特別委員会のキーワードは、令和２年度を初年度とする新たな町総合計画
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の基本理念としている「豊かな緑と水に育まれ安らぎとにぎわいが調和する共生のまち住

田」でありました。 

  新型コロナウイルスの収束が見通せない中で、誰もが活躍できる地域共生社会の実現を目

指し、自らの地域社会の未来を、自らの創意工夫で切り開き、自らが決定し、責任を持って

実行していくという地方自治の基本に立ち、持続可能な地域づくりの実践を期待するもので

あります。 

  以上、今回の審査に当たられました各委員並びに町当局、各行政委員会の皆様の御協力に

感謝を申し上げ、決算審査特別委員会の委員長報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） 議長を除く全員をもって構成する特別委員会の報告については、質疑

を行わない先例となっておりますので、質疑は省略します。 

  これから、一括して討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

２番、荻原 勝君。 

○２番（荻原 勝君） ２番、荻原勝です。令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算並びに各

特別会計決算の認定について、次の３点の観点の施策を評価し、賛成の立場から討論を行い

ます。 

  その１点目は、新型コロナウイルス感染症への対応であります。 

  神田町政は、新型コロナウイルス感染症に係る感染防止及び経済対策に機敏かつ的確に対

応してきました。神田町長の知見を発揮した町独自の新型コロナウイルス感染症対応マニュ

アルの策定、庁内に感染者が発生したケースでの事業継続のための庁舎内分散勤務体制など

は、町民の安心・安全を支える基盤となりました。 

  また、町内経済対策として、第一弾の食べて応援住田チケット、すみチケ、第二弾の使っ

て応援すみチケプラス、第三弾の発展後押しプラスアップ事業協力金、第四弾の予約で応援

すみチケ未来とすみチケプラスのセットが間断なく販売され、町内の消費喚起に大いに役立

ちました。 

  全世帯への光熱費支援給付金や、小中学校の修学旅行等キャンセル料補助も町民の暮らし

や学びに役立ちました。この一連の施策は、町内外から高く評価されていると思います。 

  ２点目は、神田町政３本柱施策の推進であります。 



－157－ 

  新型コロナウイルス感染症への対応に終始するような状況の中でも、神田町政は、初めて

策定した総合計画のスタート年を医・食・住を掲げ、力強く進めてきました。 

  医の分野では、２年目となった訪問看護ステーションすみちゃんを軌道に乗せ、さらに、

介護支援機能及び居住機能の総合的なサービスを効果的に提供することで、高齢者生活福祉

の向上に努めました。 

  食の分野では、新たな試みであるからあげプロジェクトを支援し、コロナ禍の中の巣籠も

り需要を捉えたふるさと納税返礼品である町内産鶏肉や、米を通して住田の食文化を広くア

ピールするとともに、大切な自主財源の確保に努めました。 

  住の分野では、子育て世帯用及び単身高齢者用の新しいタイプの町営住宅や、地域の生活

を豊かにする待望の上有住地区公民館を建設しました。 

  地域の生活という点では、コミュニティーバス、役場中井線を新たに運行し、地域の交通

手段が存続されたことも上げられます。 

  教育の分野では、他の自治体に先駆けて、小中学校のタブレットや、電子黒板を導入し、

ＩＣＴ環境を整備しました。町内保育園の受入れ体制の充実なども評価できる点です。 

  ３つ目は、この町の長年の大きな課題、今は裁判所預かりとなっている木工団地２事業体

を含む問題への対応と結果であります。 

  昨年夏の木工団地２事業体の倒産に際し、結果として雇用は維持されました。町の課題は

少子高齢化、人口減少への対策、医師、看護師に係る医療体制の充実、そして、木工団地２

事業体の債権整理など、多岐にわたります。 

  令和２年度の決算実績評価が、継続可能なともに支え合う共生のまちづくりや、町民一人

一人の幸福実現のための４年度の予算編成へとつながりますことを期待申し上げ、私の賛成

討論とします。議員各位の御賛同をお願い申し上げます。 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） これで討論を終わります。 

  これから、認定第１号 令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決し

ます。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 
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  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第１号 令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから認定第２号 令和２年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを採決します。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第２号 令和２年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついては、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから認定第３号 令和２年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第３号 令和２年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから認定第４号 令和２年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてを採決します。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第４号 令和２年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

については、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第１１号 令和２年度住田町簡易水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ
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いてを採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決とするものです。 

  委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１１号 令和２年度住田町簡易水道事業会計未処分利益剰余金の処分

については、委員長報告のとおり可決されました。 

  これから認定第５号 令和２年度住田町簡易水道事業会計決算の認定についてを採決しま

す。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第５号 令和２年度住田町簡易水道事業会計決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  これから議案第１２号 令和２年度住田町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

てを採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決とするものです。 

  委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第１２号 令和２年度住田町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついては委員長報告のとおり可決されました。 

  これから認定第６号 令和２年度住田町下水道事業会計決算の認定についてを採決します。 

  この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

  委員長の報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第６号 令和２年度住田町下水道事業会計決算の認定については、委員

長報告のとおり認定することに決定しました。 



－160－ 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 請願審査報告 請願第２号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１０、請願審査報告、請願第２号 新型コロナ禍による米価下

落に対し政府による緊急対策を求める請願を議題とします。 

  産業経済常任委員長から審査報告書が提出されています。 

  職員に朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 委員長の報告を求めます。 

  産業経済常任委員長、佐々木信一君。 

          〔産業経済常任委員長 佐々木信一君登壇〕 

○産業経済常任委員長（佐々木信一君） 請願第２号 新型コロナ禍による米価下落に対し政

府による緊急対策を求める請願。 

  審査報告、令和３年９月７日、第１６回住田町議会定例会において、当産業経済常任委員

会に付託された請願第２号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求め

る請願について、審査の経過と結果を御報告いたします。 

  この請願については、令和３年９月８日、当委員会を開催し、委員全員の出席の下、審査

を行いました。 

  請願者は、盛岡市本宮字小林４６－１、農民運動岩手県連合会会長、久保田彰孝氏であり

ます。紹介議員は佐々木春一議員であります。 

  本請願が求めている内容は、新型コロナウイルス感染症拡大による米価下落に対し、国に

よる過剰在庫分の緊急会議による米の自由環境の改善や、外国産米の輸入について、国産米

の需給状況に応じた数量調整を行うよう求める意見書を国及び関係機関へ提出されたいとい

うものであります。 

  ９月８日の当委員会において、採択すべきと意見が委員全員であったことから、当委員会

の審査結果を採択すべきものと決定したものであります。 

  以上、本委員会の審査について御報告申し上げましたが、委員会の意図するところを御理

解いただき、各委員の賛同を賜りますようお願い申し上げ、委員長報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 
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  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、請願第２号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める

請願を採決します。 

  この請願に対する委員長の報告は採択です。 

  この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、請願第２号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求め

る請願は、委員長の報告のとおり採択することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 請願審査報告 請願第３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１１、請願審査報告 請願第３号 東京電力福島第一原子力発

電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針を撤回し安全な処理方法の確立を求める請願を

議題とします。 

  産業経済常任委員長から審査報告書が提出されています。 

  職員に朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 委員長の報告を求めます。 

  産業経済常任委員長、佐々木信一君。 

          〔産業経済常任委員長 佐々木信一君登壇〕 
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○産業経済常任委員長（佐々木信一君） 請願第３号 東京電力福島第一原子力発電所におけ

るＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針を撤回し安全な処理方法の確立を求める請願。 

  審査報告令和３年９月７日、第１６回住田町議会定例会において、当産業経済常任委員会

に付託された請願第３号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放

出方針を撤回し安全な処理方法の確立を求める請願について、審査の経過と結果を御報告い

たします。 

  この請願については、令和３年９月８日に当委員会を開催し、委員全員の出席の下、審査

を行いました。 

  請願者は宮古市上村１－９－２２、豊かな三陸の海を守る会共同代表、横田有平氏及び滝

川市土沢２２０－３、岩手県消費者団体連絡協議会会長、川村 元氏であります。 

  紹介議員は、佐々木春一議員であります。 

  本請願が求めている内容は、東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海

洋放出決定を撤回し、安全な処理、保管方法の確立を求める意見書を国へ提出されたいとい

うものであります。 

  ９月８日の当委員会で採択すべきと意見が委員全員であったことから、当委員会の審査結

果を採択すべきと決定したものであります。 

  以上、本委員会の審査について御報告申し上げましたが、委員の意とするところを御理解

いただき、各委員の御賛同を賜りますようお願い申し上げ、委員長報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、請願第３号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放

出方針を撤回し安全な処理方法の確立を求める請願を採決します。 
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  この請願に対する委員長の報告は採択です。 

  この請願は、委員長の報告のとおり採択することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、請願第３号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋

放出方針を撤回し安全な処理方法の確立を求める請願は、委員長の報告のとおり採択するこ

とに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 発委第１号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１２、発委第１号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府に

よる緊急対策を求める意見書を議題とします。 

  職員に、発委案を朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 提出者の趣旨説明を求めます。 

  産業経済常任委員長、佐々木信一君。 

          〔産業経済常任委員長 佐々木信一君登壇〕 

○産業経済常任委員長（佐々木信一君） 発委第１号 新型コロナ禍による米価下落に対し政

府による緊急対策を求める意見書について、発委案の朗読をもって趣旨説明といたします。 

  新型コロナウイルスの感染症拡大により、米の大幅な過剰が生じ、米価が下落している。

外食需要の減少により、２０１９年度産米は、過剰な流通在庫が生まれた。これに全国的に

米価が下落し、全農岩手県本部の２０２０年度産米、加算金金額も６０キロ当たり全円度よ

り８００円の値下がりとなった。新型コロナ感染のさらなる拡大により、過剰はますます深

刻となっている。２０２１年６月末の民間在庫は２１９万トンとなり、適正在庫と言われる

１８０万トンを大きく上回っている。 

  主食米用の生産を抑えるために飼料米用の作付支援を拡充するなど取組が政府・県・市町

村で行われてきましたが、過剰在庫は十分に解消されず、今年産米の米価は下落が既に起き

始めている。これでは多くの米農家が米作りから撤退することにつながりかねず、地域社会

も今後安定的な食糧供給も守ることができない。 
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  コロナ禍による需要減少分は、政府が責任を持って在庫処分を市場隔離するべきであり、

その責任を生産者・流通業者に押しつけることは許されない。政府の責任による緊急買入れ

などの特別な隔離対策が必要である。 

  同時に、国内需要には必要のないミニマムアクセス米が毎年７７万トンも輸入され、この

内４０万トンから６０万トンが飼料用米に販売され、国内産の飼料米需要を奪っている。不

要なミニマムアクセス米の輸入数量調整など、国産米優先の米政策に転換することが必要で

ある。 

  コロナ禍という、かつて経験したことのない危機的な事態の中で、農業者の経営と地域経

済を守るためには、従来の政策的枠組みにとらわれることのない対策が必要であることか

ら、下記事項を実現するよう強く求める。 

                 記 

  １、新型コロナウイルス感染症の拡大による過剰在庫を政府が緊急に買入れし、米の需給

環境を改善すること。政府が買い入れた米をコロナ禍などによる生活困難者への食糧支援や

海外援助などで活用すること。 

  ２、外国産米（ミニマムアクセス米）の輸入について、当面、国内産米の需給状況に応

じ、数量調整を行うこと。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  令和３年９月１７日 岩手県住田町議会 議長 瀧本正德。 

  意見書を提出する機関は、内閣総理大臣 菅 義偉様及び農林水産大臣 野上浩太郎氏で

あります。 

  以上、御提案申し上げますので、議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 
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○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、発委第１号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める

意見書を採決します。 

  発委第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、発委第１号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求め

る意見書は、原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（瀧本正德君） 再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 発委第２号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１３、発委第２号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡ

ＬＰＳ処理水の海洋放出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立を求める意見書を議題と

します。 

  職員に発委案を朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 提出者の趣旨説明を求めます。 

  産業経済常任委員長、佐々木信一君。 

          〔産業経済常任委員長 佐々木信一君登壇〕 

○産業経済常任委員長（佐々木信一君） 発委第２号 東京電力福島第一原子力発電所におけ

るＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立を求める意見書につ
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いて、発委案の朗読をもって趣旨説明といたします。 

  要旨、東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出決定を撤回し、

安全な処理・管理方法を確立するよう強く求める。 

  理由、政府はかつて、関係者の同意なくしていかなる処分も行わないと宣言しておきなが

ら、本年４月１３日に海洋放出を正式決定した。 

  これに対し、全国漁業協同組合連合会、岸 宏会長は到底容認できるものでないと抗議の

声明を発表した。また、同日岩手県 達増拓也知事や岩手県漁業協同組合連合会、大井誠治

会長も反対の意を表明している。とりわけ、福島県の漁業は震災後１０年、再生に向け艱難

辛苦を乗り越え、やっと明るい兆しが見えた矢先のことであり、不安が察せられるし、本県

漁業にも大きなダメージを与えるものである。また、放出は長期にわたる歳月を要するとの

ことである。 

  よって、科学的に安全性が確立されていない段階での海洋放出は絶対に行わないこと。併

せてトリチウム除去について研究途上にあることから、早期に確立するよう鋭意努力するよ

う強く求める。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  令和３年９月１７日 岩手県住田町議会 議長 瀧本正德。 

  意見書を提出する機関は、衆議院議長 大島理森様ほか関係機関であります。 

  以上、御提案申し上げますので、議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

○議長（瀧本正德君） 原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、発委第２号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放



－167－ 

出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立を求める意見書を採決します。 

  発委第２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、発委第２号 東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋

放出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立を求める意見書は、原案のとおり可決されま

した。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４ 発委第３号 

○議長（瀧本正德君） 日程第１４、発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地

方税財源の充実を求める意見書を議題とします。 

  職員に発委案を朗読させます。 

○事務局長（松田英明君） 〔事務局長朗読〕 

○議長（瀧本正德君） 提出者の趣旨説明を求めます。 

  議会運営委員長、村上 薫君。 

          〔議会運営委員長 村上 薫君登壇〕 

○議会運営委員長（村上 薫君） 発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方

税財源の充実を求める意見書について、発議案の朗読をもって趣旨説明といたします。 

  コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書。 

  新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済

的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、

来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。 

  地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対

策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれ

る社会保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠です。 

  よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確

実に実現されるよう強く要望する。 

記 
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  １、令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本

方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準

を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏

まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。 

  ２、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは

断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と

して講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきもので

あり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。 

  ３、令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年

度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

  ４、令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽

減の延長について、さらなる延長は断じて行わないこと。 

  ５、炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税または地方譲与税と

して地方に税源配分すること。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  令和３年９月１７日 岩手県住田町議会 議長 瀧本正德。 

  意見書を提出する機関は、内閣総理大臣様ほか関係機関であります。 

  以上、御提案を申し上げますので、議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（瀧本正德君） これから、質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

○議長（瀧本正德君） 原案に賛成者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 討論なしと認めます。 

  これから、発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め
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る意見書を採決します。 

  発委第３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（瀧本正德君） 起立多数であります。 

  したがって、発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求

める意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１５ 委員会調査報告 

○議長（瀧本正德君） 日程第１５、委員会調査報告を議題とします。 

  総務教民常任委員長、産業経済常任委員長及び広報編集常任委員長から、調査報告書が提

出されております。 

  総務教民常任委員長の報告を求めます。 

  総務教民常任委員長、佐々木春一君。 

          〔総務教民常任委員長 佐々木春一君登壇〕 

○総務教民常任委員長（佐々木春一君） 令和元年１２月１３日第２回住田町議会定例会にお

いて、本常任委員会が所管事務調査として決定した事項について、住田町議会会議規則第７

７条の規定により、調査結果を報告書の内容をまとめ報告いたします。 

  調査事項は、人口減少時代の自治体政策についてであります。 

  調査の経緯は、人口問題は、自治体の存続を左右する重大な問題であります。 

  本町では、平成２７年度に策定し、令和元年度までを期間とする町人口ビジョン・総合戦

略・総合計画では、人口目標を２０４０年に４，０００人と掲げていますが、目標よりも減

少に拍車がかかっています。 

  令和２年度から６年度の次期総合計画では、この目標を継承しつつも、さらに女性が暮ら

しやすいまちづくりや、子育て支援に力を入れる方針としています。人口減少は、やむを得

ないが、今後も安心して暮らせるための必要な手だてを打つ、最小限の減少に食い止めよう

とする町民に向けた一種のメッセージであり、人口減少社会に立ち向かっていく町のスロー

ガンとしての性格を持つものとしています。 

  こうした状況を打開していくためには、きちんとした地域政策と町民の暮らしを発展させ



－170－ 

る地域の実情に応じた施策が必要であります。 

  そこに新型コロナウイルス感染症問題が起こってきました。新型コロナ禍による経済社会

の危機の問題も浮かび上がりました。自治体は住民生活の最前線の守り手として、迅速な予

算措置と対策を進めなければなりません。 

  地域の安全確保、地域経済の維持・発展及び住民生活の共通基盤の維持・整備のために

は、住民にとって最も身近な自治体の強化が不可欠であると捉え、調査研究を行ってきまし

た。 

  調査研究報告でありますが、第１点は、人口減少下における自治体の在り方について、次

期人口ビジョン・総合計画に基づき、本町の目指すべき将来像と取組の方向性を企画財政課

と意見交換しました。 

  第２点は、新型コロナウイルス感染症対策に関わる情報収集について、町内の状況と対応

について、本町の新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン等、行動マニュアルを確認

し、協議会の対応を協議しました。 

  第３点は、令和元年度決算と今後の財政運営について、令和元年度財政状況（決算カー

ド）などにより、予算執行状況をはじめ、農林業振興資金貸付金や、立木売払い代金などの

滞納状況、基金と町債、普通交付税の仕組みなどについて、企画財政課と調査、分析を実施

しました。 

  第４点は、本町の公共施設、町が保有する公有財産について、公共施設等総合管理計画、

個別施設計画の策定状況等、対象施設の実態を把握、施設整備の修繕や長寿命化はどのくら

いもつのか、どのぐらいもたせるのかを総務課と意見交換、調査、分析を実施しました。 

  調査の結果と意見であります。 

  第１点は、町総合計画の評価と実践についてであります。 

  少子高齢化、人口減少に対応したまちづくり、地域づくりは、人間中心のものでなければ

なりません。そのためには、コミュニティー維持に配慮し、住民参加の基づく多角的・総合

的な検討と徹底した熟議の上で、合意形成を進めるプロセスを取るべきであります。 

  第２点は、新型コロナ禍における自治体の対応についてであります。 

  １つは、新型コロナによる影響や被害の実態を明らかにし、被害者へのケア、補償と生

活、経営の維持・再建を行うこと。 

  ２つ、新型コロナウイルス感染症に対する備えや予防という観点から、公衆衛生や医療体

制を検証すること。 
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  ３つ、緊急時における財源は、緊縮財政にこだわらず、財政調整基金と取り崩して、機動

的に対応するかが問われます。 

  第３点は、令和元年度決算と２年度予算の１０月末の執行状況に見る町財政と今後の財政

運営についてであります。 

  本町の財政状況は、財政健全化比率が示すとおり、健全な水準を維持していますが、持続

可能な財政運営を行うため、財政調整基金の運用や、財源確保に努め、事業効果などを検証

しながら、自主的行財政改革を図ることが望まれます。 

  第４点は、公有財産の状況と公共施設総合管理計画についてであります。 

  町が保有する施設ごとの劣化状況や、維持・改築コストを見える化し、持続可能な行財政

運営を進める中で、公共施設の適正管理等、長期利用は必須であり、長寿命化を図り、財政

支出の抑制と利活用に努めることが望まれます。 

  終わりに、少子高齢化、人口減少が町民の暮らしにもたらす影響や、自治体行政の在り方

など、課題を次のとおりまとめ提言します。 

  第１は、子育て・教育について。第２は、医療・介護について。第３は、インフラ・公共

交通について。第４は、防災について。第５は、担い手・労働力について。第６は、産業に

ついて。 

  以上、町当局におかれましては、本常任委員会の所管事務調査の意見を十分尊重され、今

後の施策立案や事業推進に生かしていただくよう期待し、総務教民常任委員会の所管事務調

査の報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これで、総務教民常任委員長の報告を終わります。 

  次に、産業経済常任委員長の報告を求めます。 

  産業経済常任委員長、佐々木信一君。 

          〔産業経済常任委員長 佐々木信一君登壇〕 

○産業経済常任委員長（佐々木信一君） 令和元年１２月１３日に第２回住田町議会定例会に

おいて、本常任委員会が所管事務調査として決定した事項について、住田町議会会議規則第

７７条の規定により、調査結果を報告いたします。 
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  １、調査事項。農林業の振興について。 

  ２、調査の経緯。 

  本町の農林業は人口減少、高齢化に伴う担い手不足が深刻化しています。本町の農林業の

将来を見据え、魅力ある農林畜産物の付加価値を高め、６次産業化を推進することが重要で

あると捉え、農林業の振興を調査事項に設定しました。 

  県外及び町内の市町村等への行政視察も計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染

症が全国に拡大し、影響などから中止を余儀なくされました。そのような中ではありました

が、新型コロナウイルス感染状況を考慮するとともに、感染防止の徹底を図りながら、農業

に関する研修、林業従事者や林政課との意見交換会の開催、町内及び気仙管内の農林業への

取組の視察研修を実施しました。また、町内の観光業や飲食及び宿泊業の新型コロナウイル

ス感染症の影響について商工会を訪問調査し、町独自の支援策などの検討に取り組みまし

た。 

  ３、調査の結果及び意見。 

  （１）住田町の農業に関する講演会及び意見交換会。ありす畜産が目指す養豚経営、耕畜

連携及び６次産業化の取組について、有限会社ありす畜産代表取締役の意見と認定農業者、

関係団体と意見交換会に出席しました。代表取締役からは、養豚業を始めるきっかけから経

営における苦労や工夫など様々な話を聞きました。また、将来的には農業経営塾のようなこ

とをやれないか思案中とのことでした。 

  また、本町においても、農業の担い手不足や農家の高齢化が深刻化しており、新規就農者

の確保と優れた担い手農家の育成、農地の利用集積、農業経営基盤の整備、農商工連携によ

る６次産業化の推進、耕作放棄地対策としての飼料用米生産の拡大、農業の第三者継承など

への取組が重要とのことでした。 

  （２）けせんプレカット共同事業組合の視察研修。 

  けせんプレカット協同組合が目指す未来が目指す未来の木材産業や、ＣＬＴ、バイオマス

発電、水素製造、企業農業などについて専務理事より講演をいただき研修しました。 

  同事業体は川上から川下まで一貫した木材流通の体制を構築し、資材調達から加工、建て

方に至るまでの工程が一つになるけせん方式・林業循環型システムで高品質で低価格な製品

を提供してきました。今後は、林家、素材生産業者、木材高次加工事業体、ハウスメーカー

などの販売流通業者との連携を密に図ることで、新時代の林業の６次化を目指すとしていま

す。 
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  さらに、気仙地区、宮古地区、遠野地区にある３木工団地の連携により、森林資源の恵ま

れた岩手県の森林振興を図っていきたいとの話でありました。 

  特にも、次世代技術の水素製造に取り組んでいる国内林業・木材加工業者において初めて

となる燃料電池フォークリフトを導入しております。水素利用については、今後、技術開発

などに期待する部分もありますが、本町における地球温暖化対策や脱炭素社会実現に向けた

取組においても活用などを含めた検討が必要と考えております。 

  （３）新型コロナウイルス感染症の町内への影響調査。 

  新型コロナウイルス感染症拡大による町内の産業や経済への影響について、住田町商工会

を訪問し調査を行いました。 

  飲食店、小売店、宿泊及び観光業につきましては、大型連休の集客が見込めないこともあ

り、経営に大きな影響が出ているとのことでした。また、農業や畜産業においても、農畜産

物の販売への影響も出ています。国及び県の経済対策と併せて町独自の支援も必要と考えま

す。支援については、スピード感を持って対応し、地域の産業と経済を守っていかなければ

なりません。 

  （４）林業従事者と議員との意見交換。 

  町内で意欲的に林業に取り組んでいる林業従事者及び森林組合などの林業関係者と新規就

業者確保、鹿の食害対策、森林施業委託、木工団地２事業体の破産の影響、木材需要などに

ついて意見交換をしました。 

  本町においても、林業従事者の高齢化に伴い林業労働力の確保が課題となっています。 

  新規就業者の確保や、自伐型林家の育成など、林業の担い手確保対策の推進が重要となり

ます。また、林業整備において、低コスト造林の普及や施業の集約化、機械による効率的な

林業施業の推進、林業資源の有効活用に向けた木質バイオマスエネルギーの普及に取り組む

とともに、ＣＬＴ生産工場の整備の検討などについては、今後、地域林業・木材関係事業

者、関係機関と円滑に連絡していくことが必要となります。 

  （５）本町の林業振興に係る意見交換会。 

  林政課 横江主幹を講師に、住田町における林業振興と題し、森林施業、林業経営、森林

サービス産業、航空レーザー計測の活用などについて子講演をいただき、意見交換しまし

た。 

  本町の林業において、森林資源の有効活用と町産木材の付加価値を高めていくことが重要

となります。ＦＳＣの取組については、ＦＳＣ製品の市場が小さく経済効果が薄いとの問題
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があります。全国的な市場拡大に期待するところでありますが、今後も認証材の需要開拓や

普及活動を推進していかなければなりません。本町では、森林環境教育、森林体験などに取

り組んでいますが、今後は、学び、遊び、健康など様々な面から、森林空間の総合的利活用

を促進し、森林サービス産業への積極的な推進が必要と考えます。 

  なお、航空レーザー計測結果については、森林の多面的機能の発揮や効果的な有効的な森

林管理など、様々な取組への活用を期待するものであります。 

  （６）ワタミオーガニックランド株式会社及びだいわフルーツパーク気仙の視察研修。 

  陸前高田市の農業テーマパーク「ワタミオーガニックランド」は、外食チェーン大手のワ

タミ株式会社が２０年かけて整備を進めていく、日本の最初のオーガニック・命をテーマに

した環境配慮型の農業テーマパークで、土づくりから始め、農業はもちろん、食べて、遊ん

で、学んで、ここに集う人とともに未来の風景をつくっていこうというプロジェクトです。 

  将来的には、１００％自然エネルギーによる事業運営、地域内６次化産業の実現による地

域貢献、長期滞在型で学び、体験の場の提供などの実現を目指しています。 

  陸前高田市の「だいわフルーツパーク気仙」は、本年７月３日に圃場面積３０アールにブ

ルーベリーの大株６００本を移植したブルーベリー園をオープンしました。併せて、ドッグ

ランの施設も備えています。今後は、ビニールハウスを利用し、サクランボやイチジクのポ

ット溶液栽培に取り組むとともに、バナナ、マンゴー、パパイヤの試験栽培に取り組むこと

としています。各種のフルーツの特徴と特性を学びの場を提供していきたいとのことであり

ました。 

  本町の農業において、企業と連携、観光農園、果物栽培への取組、農業を通じた交流人

口、観光人口の拡大については、今後、検討が必要と考えます。 

  町当局におかれましては、本委員会の所管事務調査の意見等を十分に尊重され、今後の施

策立案や事業推進に活用していただくよう期待し、産業経済常任委員会の報告といたします 

○議長（瀧本正德君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これで、産業経済常任委員長の報告を終わります。 

  次に、広報編集常任委員長の報告を求めます。 

  広報編集常任委員長、菅野浩正君。 
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          〔広報編集常任委員長 菅野浩正君登壇〕 

○広報編集常任委員長（菅野浩正君） 調査報告書。令和元年１２月１３日に第２回住田町議

会定例会において、本常任委員会が所管事務調査として決定した事項について、住田町議会

会議規則第７７条の規定により報告いたします。 

  １、調査事項。 

  議会だより編集に関する事項。 

  ２、概要。 

  議会の審議結果並びに一般質問における質疑の概要について、広く町民に情報提供するこ

とが、議会の責務の一つであります。 

  そのため、定例議会ごとに発行する「すみた議会だより」の編集に関する事項は付議事件

として、令和３年９月までの期間で本委員会が設置されました。 

  本委員会は原則、定例会初日の本会議終了後から４回の編集委員会を開催しました。 

  ３、編集方針。 

  （１）わかりやすく、読みやすく、住民目線で。 

  （２）読みたくなる紙面づくり。 

  以上を「めざす議会だより」として掲げ、委員が編集担当を分担し、原稿執筆、読み合わ

せ、校正と印刷業者への入稿から納品に至るまで取り組みました。 

  ４、調査結果。 

  議会広報の編集技術向上のため、全国町村議会議長会並びに岩手県町村議会議長会が主催

する議会広報編集に関する研修会や町村議会広報コンクールに参加。令和元年度岩手県町村

議会広報コンクールにおいて「すみた議会だより」は奨励賞に入選しました。 

  編集に御協力をいただきました町民、関係者にお礼を申し上げます。 

  また、今年度からは、議会情報の速報性を重視し、議会定例会終了後から約１か月までの

発行としました。さらには、「広報記事の編集の仕方」について、２回にわたって研修会

（講師 東海新報者）を開催し、顔の見える表記を大切に、読みやすい文章の書き方、伝わ

る紙面づくりを学びました。 

  議会広報は、住民と議会との結びつき、かけ橋として重要な役割を果たしています。最近、

地方議会の活性化や在り方が問われています。議会が町民にとってより身近となり、まちづ

くりの理解と協働を広げるための一助となることを願うものです。 

  今後、さらに編集技術の向上や紙面内容の充実を図り、町民に親しまれ、議会や町政に関
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わる「すみだ議会だより」の発行を目指します。 

  ５、議会だよりの編集状況。 

  議会だより第１６７号から第１７４号まで発行いたしました。 

  以上、広報編集常任委員会の報告といたします。 

○議長（瀧本正德君） これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

  発言を許します。 

          〔発言する人なし〕 

○議長（瀧本正德君） 質疑なしと認めます。 

  これで、広報編集常任委員長の報告を終わります。 

  これで、委員会調査報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１６ 議員派遣の件 

○議長（瀧本正德君） 日程第１６、議員派遣の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  議員派遣については、地方自治法第１００条１３項及び会議規則第１２０条の規定によ

り、あらかじめお手元に配付いたしました議員派遣一覧表のとおり派遣したいと思います。 

  御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議員派遣の件については、お手元に配付しました議員派遣一覧表のとおり決

定しました。 

  お諮りします。 

  ただいま議決した議員派遣の件について、諸般の事情により変更する場合には、議長に一

任を願いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（瀧本正德君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件について、議員派遣に変更があった場合は、議長に一任いただくことに決定

しました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（瀧本正德君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

  第１６回住田町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時５３分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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